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図版 1 小屋ケ谷古墳

(1)小屋ケ谷古墳石室 (南から)

(2) 石室内遺物出土状況(東から)



図版 2 舞塚古墳(長岡京跡右京第105次)

(1) 舞塚古墳前方音11周濠(南から)

(2) 人物埴輪出土状況



篠窯跡群出土の須恵器について

篠窯跡群出土の須恵器について

石井清司

1. はじめに

篠窯跡群は亀岡盆地東南部，亀岡市篠町l乙所在し，東西 2.4kmの丘陵部に百数十基の

窯を数える一大須恵器窯跡群である。

篠窯跡群の発掘調査は国道9号線ノイイパスに伴う発掘調査として昭和52年度より開始さ
(注1) 注2) 

れ，とれまで石原畑 1・2・3号窯，西長尾奥 1号窯，西長尾1・3・4・5・6号窯，芦原1
(注 3) 注4) 注5) 注6) 

号窯，小柳1・4号窯，黒岩1号窯，前山 1・2・3号窯の総計16基の調査を行った。 これ

ら窯跡はいずれも須恵器及び緑糊陶器を生産しており，奈良時代後期より平安時代中後期

に至る約300年の間連綿と続く窯跡群である。篠窯跡群での各窯出土遺物，特lζ前山2・3

号窯，黒岩1号窯出土の緑粕陶器については，各消費地で出土例が知られ，平城京，平安
(注7)

京のほか石川県までの広範囲に広がることが指摘され，注目されている。篠窯跡群の検出
(注8) 

窯について，堤圭三郎 ・安藤信策 ・水谷寿克の各氏により考察されているが，全体を通じ，

各窯出土遺物の検討について論述されたものがなく，須恵器の編年作業が切望されていた。

しか し 1 基の窯体及び灰原内出土遺物がコンテナーパット 50~200 箱と莫大な量にのぼ

り，また，数基の窯が隣接するため，灰原内に時代を異にする遺物が混入しており，整理

作業は困難をきわめ， 各窯の器種構成，法量変化など，明らかに し得なかった。

各窯出土遺物の器種は， 杯・塊・皿・ 蓋 ・鉢 ・盤 ・壷 ・風字硯 ・円面硯など多種にわた

り，大きくは，奈良時代的様相をもっ石原畑3号窯 ・西長尾奥1号窯 ・商長尾1・4号窯，

平安時代の様相をもっ芦原1号窯 ・西長尾3・5・6号窯 ・小柳 1・4号窯 ・黒岩1号窯，前

山1・2・3号窯に分かれる。

各窯出土遺物の詳細な器種構成，法量変化については， 今後の報告書に譲り，今回は各

窯出土遺物の主体である杯 ・皿 ・蓋 ・境 ・壷 ・鉢の形態変化及び， 器種の消長変化を中心

に今後の編年作業における見通しを論述していきたい。

2. 各窯出土遺物の概要
あな

石原畑3号窯(第1図 1~21) 石原畑3号窯は篠窯跡群の東端に位置する半地下式寄窯

である。出土遺物はコンテナーパット100箱を数え，これまでの16基の窯の内，西長尾奥 1

号窯とと もに最も古い様相の土器が出土した窯である。

出土遺物には杯A (l ~ 3) ・ 杯 B (4~7) ・皿A (11・12)・皿B (15~17 ・ 19) ・ 蓋
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A (8 ~10 ・ 18) ・ 蓋 B (13・14)・短頚壷 (21)・短頚壷蓋 (20)がある。杯は底部l乙高台

をもたない杯A (l ~3) と高台をもっ杯 B (4~7) に大別でき ， 杯A ' B と も 口径12~

15 cmのものが主体をなす。杯Bは，皿Bとともに底部外縁より内側に踏んばった高台を

貼り付ける。皿は杯と同様に高台の有無により皿A(11・12)・皿B (15~17 ・ 19) と大別

できp皿A・Bとも土師器の器形を模したように口縁端部内側に 1条の明瞭な枕線をめぐら

す。皿Aは口径14~18cm，器高 2cm 前後，皿B は口径 15~20cm，器高 3cm前後の小

型品が主体をなすが， 口径29cm，器高5.6cmを測る血B (19)があり， 乙れとセットを

なす蓋A (18)も出土している。蓋は宝珠形つまみをもっ蓋A (8 ~10) と輪状のつまみ

をもっ蓋B (13 ・ 14) があり， 蓋A は口径 14~15 cm と 16~20cm に分かれ，蓋Bは口

径 18~20cmを測る。蓋A・Bとも縁端部はいずれも丸みをもって内側に折り返す。

西長尾 1 号窯(第 1 図22~40) 西長尾1号窯は篠窯跡群の中央lζ位置する半地下式害窯

である。 1号窯の南1.4 m Iと相前後して操業されたと思われる西長尾4号窯がある。

出土造物には杯A (22・23)・杯B (24・25・29・30)・lillA(32・33)・皿B (34)・蓋

A (26~28 ・ 31) ・ 壷A a (36・37)・鉢A (38)・盤 (39)・平瓶 (40)・円面硯 (35)があ

り， コンテナーパット約70箱を数える。

杯A ・ B は口径 11~14cm の小型品が主体を占め，杯A ・ B の個体数の割合は 1 : 3と

杯Bが杯Aを上まわる。杯B (24・25・29・30)の高台は，ほぼ底部外縁lζ接して長方形

の高台を貼り付ける。皿A (32 ・ 33) は口径 13~18cm が主体をなし，石原畑 3 号窯 lとみ

られる口縁端部内側の、比線は皆無である。皿B (34)は総個体数8000点、の内 1点と，消滅

化傾向がみられる。 蓋はいずれも天井部に宝珠形つまみを付す葦A (26~28 ・ 31) であり，

口径 13~17cmが主体を占め， 口径30cmを測る大型品は皆無となる。 壷は体部最大

径が中位よりやや上方にあり，倒卵形の休部より口縁部は直立ぎみに立ちあがったので，

口縁端部は外方に広く屈曲する。底部は縁端部より踏んばった形の高台を貼り付ける壷

A a (36・37)である。鉢A (38)は口径 26.0cm，器高 19.4cmを測り， 肩平な底部よ

り口縁が短く外反し， 底部は貼り付けによる高い高台を付す。盤 (39)は口径 27.4cm， 

器高11.0 cmを測り，平底の底部より直線的にロ縁部へ続き，口縁端部は内側にわずかに

つまみあげる。鉢A，盤とも完形に復元し得る資料は少ない。

西長尾 1号窯と同時期資料として西長尾4号窯，芦原1号窯がある。

石原畑 2 号窯(第 2 図56~69) 石原畑2号窯は前述の石原畑3号窯の丘陵低位にあり，

2号窯北2mlζ隣接して石原畑1号窯がある。

出土遺物には杯A(56・57)・杯B(58・62・64・65)・蓋C(59~61 ・ 63) ・ 壷A b (66)・

壷B(67)・鉢Ab (68)・盤 (69)がある。
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杯A (56・57)は底部より丸みをもって屈曲し口縁部へ続き，底部外縁に接して低い高

台を貼り付ける。杯B は口径1l~14cm，器高 4.5cm のもの (58 ・ 62 ・ 64) と口径 16cm，

器高 5.4cmのもの (65)がある。蓋はいずれも天井部のつまみが消え， 縁端部が鈍角で

屈曲する蓋C (59・60・61・63)となり， 口径12~15cmが主体である。壷Aは体部最

大径が上部にあり，肩部を形成し，底部はいずれも回転糸切りによる壷Ab (66) Iζ変化

する。鉢Aは西長尾l号窯同様なで肩の体部より短く直立する口縁部へ続き，口縁端部は

わず、かに内側につまみあげ，底部はいずれも回転糸切りによる鉢Ab (68)である。鉢A

bは口径 20.0cm，器高 13.8cmと酋長尾1号窯出土鉢Aに比し，小型長胴化傾向がみら

れる。盤 (69)は口径 30.0cm，器高 10.8cmを測り，口縁端部は内側にわずかにつまみ

あげ，底部はいずれも回転糸切りによる。

石原畑2号窯と相前後する資料として石原畑 1号窯，芦原 1号窯，前山 1号窯がある。

小柳 i 号窯 (第 1 図41~55) 小柳 1号窯は既に報告がなされ，器種構成，法量が明示さ

れている。杯A (41・42)・杯B (43・47・49)は石原畑2号窯に近似し， 杯Bは直線的

に外反する口縁部で，底部lζは外縁部lと接して低い高台を貼り付ける。蓋は宝珠形つまみ

を付す蓋A (44・48)ともたない蓋C (45・46)があり，その割合は 7:1と蓋Aが蓋C

を上まわる。蓋Aは，大(口径 8~12cm，器高 2.0~2. 3 cm)，中(口径 5~6cm，器高

1. 5cm)，小(口径 3~4cm，器高 O. 5~O. 6 cm)に大別され， 大型壷Aは高台を貼り付

ける壷Aa (52)，小型壷Aは回転糸切りをとどめる壷Ab (51)であり，西長尾1号窯と

石原畑2号窯の中間的様相をとどめる。鉢Ab (55)・盤 (54)は石原畑2号窯に近似する。

西長尾 3 号窯(第 2 図70~80) 西長尾3号窯は西長尾1・4号窯の北 25mIと隣接する半

地下式害窯である。

出土遺物には杯A(70・71)・杯B(73・74)・皿C(72)・塊A(75・76)・壷Ab (77. 

78)・鉢B (79・80)がある。

杯A (70・71)は底部より内湾ぎみに立ちあがる口縁部lζ続き， 口径15.0cml[対し器

高 2.5~3. 0 cmと石原畑3号窯に比し浅くなる。杯B(73・74)は石原畑 2号窯同様底部

外縁部に低い高台を貼り付け， 口縁端部は内湾ぎみとなる。杯Bは， 口径13.5~14. Ocm， 

器高 5.0cmを測る。杯A・Bの比率は杯A1200に対し杯B20と，杯Bが激減する。杯B

の激減に伴い，蓋5個体と消滅化傾向がみられる。

新たな器形として境A (75・76)がある。椀Aは平底の厚い底部より内湾ぎみに立ちあ

がる口縁部へ続き，外底面lζ回転糸切り痕を明瞭にとどめる。壷Ab (77・78)はなで肩

の体部より広口の口縁部へ続き，底部は平底でいずれも回転糸切り痕をとどめる。鉢は平

底の底部より外反する口縁部へ続き，口縁端部は内側に強くつまみあげ， rく」の字形口
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縁をなす鉢C (79・80)がある。

前山 2 ・ 3 号窯(第 2 図81~93) 前山2・3号窯は須恵器とともに緑粕陶器(総個体数の

8%)を含む。 前山2・3号窯出土遺物には皿D (81~83) ・ 境A (86・87)・境B (84・

85 .88)・椀C (89)・鉢C (93)・酒杯 (90・91)・耳杯 (92)があり，塊が総個体数の75

%と主体を占め，杯A・Bの消滅化傾向がみられる。境は形態が多種にわたり，西長尾3

号窯から続く ，平底の厚い底部より内湾ぎみに立ちあがる口縁部をもっ塊A (86・87)と

ともに， 新たな器形と して口縁部中央で屈曲し腰部をなす境B(84・85・88)，底部を回

転糸切りののちわずかに削り出した低い高台を形成する境C (89)がある。また， 酒杯

(90・91)，耳杯 (92)などもある。皿は厚い底部よりわずかに屈曲し，明瞭な口縁部を形

成する皿D (81~83) とともに，蛇ノ目高台による皿Dがある。鉢は口縁部を内外方に肥

厚させ玉縁状になる鉢C (93)へ変化する。

黒岩 1 号窯 (第 2 図94~107) 黒岩1号窯は前山2・3号窯同様，緑粕生産のための 2次

焼成窯として広く知られるが，総個体数の内， 10~ぢが緑勅陶器であり ， その多くが須恵器

である。黒岩1号窯出土須恵器には前山 2・3号窯同様，杯A (99)・皿D (94・95・96)・

椀 A (100・101)・境 B (97・98・102)・塊 C (103)・壷Ab (105)・鉢 C (107)・酒杯

(104)・耳杯 (106)がある。椀は前山 2・3号窯同様，椀A (100・101)・椀B (97・98・

102)・椀 C (103)があり，前山 2・3号窯と比較すると全体に口縁部の屈曲，高台の削り

出しに粗雑さがみられる。組成変化では前山 2 ・ 3 号窯出土椀B が70~ぢに対し ， 黒岩1号

窯60~ぢ，反対に境A は，前山 2 ・ 3 号窯O. 2%f乙対し，黒岩 1 号窯15~ぢと境Aの増加がみら

れる。鉢C (107)は前山2・3号窯出土鉢C (93)が肩部で内湾する明瞭な屈曲部がある

のに対し，黒岩1号窯出土鉢Cは底部よりそのまま口縁部へ直線的に続き，口縁端部でわ

ずかに内側に屈曲する玉縁状口縁となる。

西長尾 5 号窯(第 2 図108~116) 西長尾5号窯はロスト Jレ(火格子)型式による二重床面

という特異な窯体構造を呈し注目されたが，出土遺物には杯A (108・109)・塊A (110・

111)・境C (112)・壷Ab (113・114)・鉢 C (115・116)がある。塊A (110・111)は

前山2・3号窯， 黒岩1号窯より続く形態であり，西長尾3号窯から西長尾5号窯へと口

径が短くなるのに対し，器高は高くなり，法量が深くなる傾向がある。なお， 前山 2・3

号窯，黒岩1号窯で主体をなす椀Bは消滅する。鉢Cは黒岩1号窯同様に，口縁部は肩部

をもたず，底部より内湾ぎみに立ちあがり，玉縁状口縁となる。

3. 土器の器種消長の変化

以上，篠窯跡群の発掘調査で確認された16基の窯のうち，代表的窯出土遺物の特徴を簡

- 4 -
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単に羅列した。前述のように篠窯跡群は8世紀後半より11世紀に至る窯跡群であり，各窯

出土の杯 ・椀 ・皿・ 蓋 ・壷 ・鉢lζ形態及び器種の消長変化があり，篠窯跡群内での須恵器

編年作業が可能であると考えられる。ただ， 100基以上の窯跡群の内， 16例の調査のみであ

り，今後，新たな知見が出ると考えられるが，現時点における整理作業の目安として編年

作業を試みたい。

石原畑3号窯はこれまでの調査の内，最も古い様相の土器が出土Lた窯である。杯B・

皿Bとも高台が高く，口縁部との屈曲部より内側lζ高台を貼り付け， 皿A・皿Bはいずれ

も口縁端部内側に 1条の明瞭な沈線をめぐらす。蓋は高い宝珠形つまみを貼り付けた蓋A

と，輪状のつまみをつけた叢Bがあり，蓋A ・Bとも口縁部はいずれも丸みをもって内側

に屈曲し，小柳1号窯，石原畑 2号窯にみられる蓋Cとは，口縁部の形態が異なる。石原

畑3号窯では西長尾奥 l号窯同様， 口径30cm前後を測る大型皿B，大型蓋Aがあり，高

台の形態とともに西長尾1号窯lζ先行するものと思われる。

西長尾1号窯は石原畑3号窯と器種構成は類似するが，杯A・杯B，皿A，蓋Aとも全

体lζ小型化傾向がみられる。杯A・杯Bの比率は石原畑 3号窯では 3:2 IC対し， 西長尾

1号窯は1: 3と杯Aの減少化がみられ， また， 皿A・llJlBの比率は石原畑 3号窯がほぼ

同個体数lζ対し，西長尾l号窯は皿Aが404個体lζ対し，皿B1個体と激減する。また，口

径30cm前後を測る大型皿B，大型蓋Aは消滅する。壷Aの高台は貼り付け高台が主体で

あるが，器高10cm前後の小型壷AIζ数点糸切り痕をとどめる壷Abがある。

石原畑 2号窯では杯Bの高台が底部と口縁部の屈曲部にわずかに貼り付けたものに変化

し，口径 11~14cmのものが主体を占める。また，杯Aは杯BIζ比し出土量が激減する。

皿はA・Bとも消滅化傾向がみられる。蓋は天井部につまみをもつものが皆無となり，口

縁端部が直線的に外方に広がる。壷Aは大小とも回転糸切り痕によ る平底となり，肩部の

張りが西長尾1号窯lζ比し，さらに強くなる。体部と口縁部の接合方法は西長尾1号窯が

2段成形lζ対し，石原畑 2号窯では l段成形となる。鉢Aは口径，器高とも西長尾1号窯

lζ比し小型長胴化傾向がみられ，口縁部の立ちあがりも短く，端部が外方に肥厚ぎみにお

わる。底部は西長尾 1号窯が高台を貼り付けるのに対し，石原畑 2号窯は平底で回転糸切

り痕をとどめる。石原畑2号窯は，石原畑3号窯，西長尾1号窯にみられる奈良時代的様

相が消え，杯Bの高台変化， llJlA・皿B・蓋Aの消滅，壷 ・鉢 ・盤の回転糸切りによる平

底より平安時代前中期的様相をみせる。 なお，西長尾 1号窯とは器種構成に変化が著しく.

1~2 型式の差異が認められる 。

小柳 1号窯では宝珠形つまみをもっ蓋A，底部と口縁部の屈曲が明瞭な皿A，高い高台

を貼り付ける壷Aa Iζ奈良時代的様相をとどめるが，杯A・B，宝珠形つまみをもたない
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蓋C，口縁部が広く外反し腰部をもっ皿CIζ平安時代的様相をもつものがあり，両時代の

様相が混在する。乙のことより小柳 1号窯は西長尾1号窯と石原畑 2号窯を埋める資料と

考えられる。なお小柳 1 号窯は， 西長尾 1 号窯との聞に 1~2 型式の差異が考えられる。

西長尾3号窯では蓋が消滅し，新たな器形として底部外面に回転糸切り痕をとどめる椀

杯 皿 持E 差 査 鉢 備考

キ不A キ不B 皿 A 皿 B 蓋 A 差 B 査 Aa 鉢 A
石原畑3号窯

型 型

型 型 型 品
イヒ イヒ 化 よ 長

西長尾1号窯 f頃 {頃 傾 1同
向 向 i向 Ab イヒ

傾

変 向

底部 高 イヒ
4口A 

す
と σ〉 る
口 変 壷Ab
主義 イヒ
部

器小柳 1号窯 σ〉
高屈

幽
体カ〈

主主 部

石原畑2号窯 〈 皿 C f圭
(J) な

る 1 万5サにτ 

イヒ
鉢 B 半
I也
下

西長尾3号窯 式持~A

登窯

型 ，
イヒ l 

傾 l 鉢 C 「一守一一
向
境 B均i!C

皿 D
前山2・3号窯 成

成 青3 平
型 窯

形 総
調 イヒ 及

調
f回
整 f頃 び

黒岩 1号窯 体 向 特
整 の
数
組 F窯朱。コ σコ

1事且 電3舟2守L 
車量

雑化 イヒ イヒ

'∞q ヨ
西長尾5号窯

表1 篠窯跡群出土須恵器各器種の消長変化
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A，平底の底部より外反する体部へ続き，口縁部が「くJの字形に廊曲する鉢Bがあらわ

れる。西長尾3号窯の特徴として各器種とも底部回転糸切り痕をとどめるのが多くなる。

椀Aは西長尾3号窯以降，前山2・3号窯，黒岩1号窯， 西長尾5号窯と続き，西長尾3

号窯以降，口径の縮小化に対し，器高が高く，全体に溶量が深くなる傾向にある。西長尾

3号窯では境Aの個体数が総個体数の60;;ぢ以上を占め，石原畑2号窯の主体であった杯B

が減少し，総個体数の10;;ぢlと満たなくなる。

前山 2・3号窯では，杯類の消滅化傾向がさらに強く， かわって西長尾3号窯より続く

境Aとともに，口縁部中位で屈曲し，底部が削り出し高台による塊Bがあらわれ，境A・

Bが総個体数の約75%を占める。また新たな器形として皿D・酒杯・耳杯・ 鉢Cがある。

前山2・3号窯は， 黒岩 1号窯とともに緑粕陶器生産のための 2次焼成窯と考えられ， 緑

粕陶器の器形である塊B・皿Dが激増すると考えられる。なお塊B・皿Dでは口縁端部に

へラの先端をあて，輪花状口縁をなすものがある。鉢Cは口縁部を肥厚させ，玉縁状を呈

したもので西長尾3号窯出土鉢Bより変化したものと考えられる。西長尾3号窯から前

山 2 ・ 3 号窯への変化が著しく，その聞に 2~3 型式の差異が想定される。また， 窯体構

造の変化では，西長尾3号窯までは半地下式客窯であるのに対し，前山2・3号窯，黒岩1

号窯，小柳4号窯はいわゆる「三角窯」 である平窯に変化する。

黒岩1号窯は， 前山2・3号窯と同器種構成をなすが， 境Bが総個体数の約60箔とわず

かに減り，反対に境Aが増加する。黒岩 l号窯出土椀B・皿Dは， 前山2・3号窯同様，

削り出し高台によるが，底部と高台の屈曲が不明瞭となり， 調整では， 前山 2・3号窯に

比し口縁部内 ・外面及び内底面lζ粗雑なへラミガキがみられる。前山 2・3号窯出土の境

B，皿Dにみられた輪花状口縁が黒岩 1号窯では境Bの限定された器形 (102)のみ施すよ

うになる。鉢Cは前山 2・3号窯では口縁端部で一段内側に屈曲し肩部をつく ったのち，

口縁端部を内 ・外方lζ肥厚させ玉縁状となるが，黒岩1号窯では肩部を形成しないものが

多い。なお，前山2・3号窯と黒岩l号窯では器種構成にさほど変化を示さない。

西長尾5号窯では，前山2号窯，黒岩1号窯で主体となる塊Bが皆無となり，椀Aが総

個体数の80;;ぢ以上と主体を占める。境Aはロクロ水挽き成形ののち，ナデFを施すほか，へ

ラミガキを加えず，成形調整の粗雑化，器形の単純化がみられる。鉢Dは黒岩1号窯同様，

肩部をもたない玉縁状口縁であるが，黒岩1号窯が内 ・外方lζ肥厚する明瞭な玉縁状口縁

に対し，西長尾 5号窯では内あるいは外方の一方を肥厚させるものがみられ，口縁，器高

とも縮小化傾向がみられる。なお，西長尾 5号窯出土遺物中，底部回転糸切りによる坑A，

鉢C，壷Aが総個体数の約90;;ぢを占める。

篠窯跡群におけるこれまでの調査結果より代表的遺物について器種の消長変化を一瞥し
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たが，調整あるいは法量変化については今後の調査報告書に譲るとし，大きく は石原畑3

号窯→(→西長尾1号窯→( )→小柳 1号窯→( )→石原畑2号窯→)→西

長尾3号窯→( →前山 2・3号窯→黒岩1号窯→( )→西長尾5号窯という変化が

想定される。

4. 消費地からみた篠窯跡群の土器編年

篠窯跡群の調査成果により土器の形態変化 ・土器の消長変化を列記した。

乙れら土器の形態，消長変化については，西長尾3号窯までの半地下式害窯，前山 2号

窯以降の平窯(三角窯，ロスト Jレ窯)へと窯体構造が変化し，窯体構造の変化につれ，そ

の製品である土器も変化する。また，篠窯跡群は，一大消費地である平安京を中心に供給

されたものと想定され，消費地の需要に応じて製品も変化すると考えられ，各窯を一律の

時間幅で論じることに問題があると恩われるが，ととでは乙れら諸問題を除外視し，各土

器を一律と考え編年作業を進めた。なお，各窯は 3~6 回の操業回数が窯壁観察より窺え

るが灰原内での層序による土器の差異は考えがたく，各窯灰原内出土遺物を一律に扱った。

ことで，篠窯跡群出土遺物lζ近似した消費地の資料を検討し，各窯の年代を想定したい。

なお，平安時代以降，消費地での土器様相としては，土師器が主体を占め，次lζ須恵器，

黒色土器，灰粕陶器，青白磁となり，須恵器の消費量は激減する。

平安京では出土土器の内，土師器，特iζ椀，血類が主体を占め，土器の編年作業は，形

態 ・法量 ・調整技法の差異により編年作業が進められている。平安京を中心とした一括資

料内には，紀年銘を墨書した資料があり，絶対年代の一点がおさえられ，それを基準にし

て 1 世紀を 3~4 期lζ細分する編年作業が進められている。絶対年代が押さえられる資料
(注9) 

として，平城宮では7期に分けた各標式遺構のほか，平城宮SD650A; 平安京右京二条
(注10) 注11)

二坊，同左京四条一坊があり，他に墨書書体，あるいは古銭より推定されるものとして，
Ci注12) 注13)

平安京左兵衛府SDOl，同内膳町SK18がある。各一括資料内には篠窯跡群出土遺物lζ近

似した資料を含むものがあり，それを軸として各窯の絶対年代の一点、を想定することがで

きる。石原畑 3号窯出土遺物の内， 杯A・B，皿A・Bは平城宮SK820 (平城宮田期.
(注14)

略年代の一点、75σ年)に近似し，特Iと土師器の皿形態を模した須恵器皿A・Bは口径・器高

とも SK820出土土師器に近似する。 また平城宮以外の資料として，京都府木津町上津遺

跡SDOl (平城宮III期相当資料)がある。上津遺跡SD01出土須恵器は石原畑3号窯に近

似するが，高台の形態等細部について差異があり，石原畑3号窯が上津遺跡SD011ζ先行

するものと思われる。西長尾1号窯lζ近似した資料として長岡京左京第13次(7ANES H 
〔注15)

地区) S D130lがある。同遺構には木簡のほか，多量の木製品 ・土器 ・瓦類 ・石製品が出
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土しており，木簡の紀年銘より延暦 6 年 (787)~延暦 9 年(790) に機能した溝であり，乙

れより西長尾1号窯の年代が想定される。

黒岩1号窯lと近似した資料として，平安京右京二条二坊遺跡S支

坊遺跡SX1は土師器，黒色土器のほか，須恵器，緑粕陶器，灰粕陶器，青白磁などを含

み，須恵器，緑粕陶器が黒岩1号窯出土遺物lと近似する。同遺構には「天暦七J(953年)

と墨書された緑勅陶器が出土しており，乙れより黒岩1号窯の絶対年代の1点が想定でき

る。

前山2・3号窯は土器形態，組成より黒岩1号窯l乙先行することは先述したが，両者には

隔絶した形態， 組成変化は考え難く ， わずかに前山2・3号窯が黒岩1号窯に先行すると
(注17)

考えられる。前山2・3号窯出土筑A，鉢DIと近似した資料として平城宮SD650Bがある。

S D650Bは天長5年 (828)，同7年 (830)の紀年銘をもっ木簡が出土したSD650Aの埋

没後，掘り聞いた遺構であり 9 世紀末~1O世紀初頭と考えられている。但し， 黒岩 1 号

窯との比較より前山 2 ・ 3 号窯は10世紀第 1~2 四半期に下る可能性がある。

次lζ絶対年代を記す紀年銘を墨書した資料は欠くが，他の関連遺物より年代がおさえら

れる資料として石原畑2号窯がある。石原畑 2号窯出土遺物に近似した消費地の資料とし
(注18)

て，平安京京都大学教養部AD22区究鐘鋳造遺跡SK265がある。同遺構内には土師器黒

色土器のほか須恵器があり，同遺構出土須恵器の内，杯A (杯身12)，壷Ab (瓶14)は，

石原畑 2号窯lζ近似する。

同遺構は党鐘鋳造遺構という特異な性格の遺構であり，土器のほか党鐙の鋳型があり，

同鋳型文様より平安京E期古段階 (10世紀初頭頃)と推定されている。但し，篠窯跡群の

内，石原畑2号窯lζ続く窯と して西長尾3号窯があり，酋長尾1号窯が900年を前後する

時期と考えられるため，これに先行する資料である石原畑 2号窯は9世紀後半 (9世紀第

3~4 四半期)と考えたい。

西長尾3号窯に近似した関連遺構は欠くが，土器形態より前山2・3号窯に先行する乙

とは先述した。とれより西長尾3号窯は900年を前後する時期と考えられる。

西長尾5号窯は，雑器類である椀A，壷Ab，鉢Cと器種が限定され， 黒岩1号窯とは

1形式以上の差異がある と考えられる。西長尾5号窯出土須恵器i乙近似した資料として，
(注19)

平城京薬師寺西僧房があり，11世紀前半と考えられる。

以上，消費地での一括資料より数点の類似資料という限定はあるが，篠窯跡群での各窯

の時期を推定すると，石原畑3号窯は8世紀第3四半期，西長尾1号窯は9世紀第1四半

期，石原畑2号窯は9世紀第4四半期，西長尾3号窯は10世紀第1四半期，前山2・3号

窯は10世紀第2四半期，黒岩1号窯は10世紀第3四半期，西長尾5号窯は11世紀第1四半
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期と考えられる。

5. おわりに

篠窯跡群は前述のように 100基以上を数える平安時代における一大生産地であり， 今後

の調査状況により新たな知見，土器の編年作業の改正が必要と考えられるが，今後の調査

の目安として，前述の須恵器編年作業を行った。篠窯跡群については出土須恵器のほか，

黒岩1号窯，西長尾 5号窯lζ代表される特異な窯体構造をもつものがあり， 今後， 10世紀

を境とした半地下式害窯から特殊窯への変化，また， 文献に記載されない篠窯跡群の歴史

的性格を検討する必要があると考えられる。 窯体構造の変化については，機会を改め論述

していきたい。

本文作製にあたっては，水谷寿克 ・伊野近富 ・波多野徹氏lと負う と乙ろが多く ，挿図に

は波多野徹 ・藤田順代 ・辻田典子氏をわずらわした。こ乙に記 して謝意を述べたい。

(石井清司=当センタ ー調査課調査員)

注1 ["篠・石原畑窯跡J (京埋セ現地説明会資料ぬ82-02)(財)京都府埋蔵文化財調査研究セ
ンター (以下京埋文センター)1982.10.22 

注2 石井清司「篠 ・西長尾窯跡発掘調査概要J(f京都府埋蔵文化財情報』第2号京埋文セン
ター)1981.12 

石井清司 「篠・西長尾5・6号窯発掘調査概要Jcr京都府埋蔵文化財情報』第3号 京埋
文センター)1982.3 

注3 安藤信策 ・岡崎研一「芦原1・2号窯の発掘調査J(r埋蔵文化財発掘調査概報 (1981-2)J

京都府教育委員会)1981 

注4 安藤信策 ・水谷寿克 ・山口 博「篠小柳窯跡群の発掘調査JCf埋蔵文化財発掘調査概報
(1980-l)J京都府教育委員会)1980 

安藤信策 ・水谷寿克 「小柳4号窯の発掘調査Jcr埋蔵文化財発掘調査概報 (1981-2)J京
都府教育委員会)1981 

注5 安藤信策 「黒岩1号窯の発掘調査Jcr埋蔵文化財発掘調査概報 (1978)J京都府教育委員
会)1978 

注6 樋口隆久 「前山1号窯の発掘調査J(f埋蔵文化財発掘調査概報 (1978)J京都府教育委員
会)1978 

安藤信策 「前山2・3号窯の発掘調査JCf埋蔵文化財発掘調査概報 (1981-2)J京都府教育
委員会)1981 

注7 吉岡康暢氏の御教示による

注8 安藤信策 ・水谷寿克氏は各窯の発掘調査概報で詳細な検討を行っている
堤圭三郎「亀岡市篠窯跡群J(f丹波史談』第112号口丹波史談会)1982.3 

注9 r平城宮発掘調査報告VIJC奈良国立文化財研究所学報第23冊)奈良国立文化財研究所1980
注目 平方幸雄 ・辻総司「お京二条二坊Jcr平安京跡発掘調査概報.!(財)京都市埋蔵文化財研
究所)1981 

注11 田辺昭三 ・吉川義彦『平安京跡発掘調査報告 左京四条ー坊ー』平安京調査会 1980
注12 平尾政幸「平安京左兵衛府JCf京都市埋蔵文化財研究所概報集J1978-II) 
注目 平良泰久 ・伊野近富ほか 「平安京左京跡(内膳町)昭和54年度発掘調査概要J(f埋蔵文化
財発掘調査概報 (1980-3)J京都府教育委員会)1980 

注14 西弘海 ・巽準一郎氏の御教示による

注目 山中 章・高橋美久二・百瀬正恒「長岡京跡左京第13次 C7ANESH地区)発掘調査報
告JCf向日市埋蔵文化財調査報告書』第4集 向日市教育委員会)1978 
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篠窯跡群出土の須恵器について

注目注121ζ同じ
注17 注91ζ同じ
注18 五十川伸矢「京都大学教養部構内AP22区の党鐙鋳造遺構J(11"京都府埋蔵文化財情報』第
5号京埋文センター)1982.9 

注19 巽準一郎氏の御教示による

資料刊行のお知らせ

第13回 埋蔵文化財研究会資料

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究セ ンター編集

古代・中世の墳墓について

(追加補訂版)

B 4版 856頁頒価 8，000円 (送料含) 残部僅少

福岡 ・熊本 ・大分 ・宮崎 ・香川・ 愛媛 ・高知 ・岡山 ・広島 ・鳥取

・島根 ・山口 ・京都 ・大阪 ・兵庫 ・滋賀 ・奈良 ・三重 ・和歌山 ・

愛知 ・岐阜 ・福井 ・石川・ 富山 ・長野

以上の各府県の古代 ・中世墳墓の資料を集成

申し込み :郵便振替京都 8-25584

古代中世墳墓資料刊行会

問い合せ :干602京都市上京区広小路通寺町東入ノレ中御霊町424

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター内

古代中世墳墓資料刊行会

電話 (075)256ー0416・0527
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京都府埋蔵文化財情報第7号

和久寺跡第 1次発煽調査

大槻真純

1. はじめに

福知山市は，河谷平野で形成された静かな町である。平野の中央部には三国岳に源を発

する由良川が流れ，まわりは鬼ケ城 ・三岳山・大江山 ・姫髪山等の雄大な山々が連なって

いる。由良川の両岸は水田あるいは桑畑として利用され，時折り通過する国鉄山絵本線の

列車の車窓から見える風景は，のどかな閃園の風物をかもし出している。市街地は近代化

の波が押し寄せつつあるが，今なお城下町当時の静かなたたずまいを残している所もある。

今次調査対象となった和久寺跡は，福知山市の西南部に所在し，国鉄福知山駅から北西

約3kmの地点、にある(第2図〉。寺跡の位置する周辺部は水田であり，寺院が隆盛を誇っ

ていた頃の面影を偲ぶことはできないが，寺院推定地のほぼ中央部に位置する鹿島神社の

境内には，塔婆の石材と考えられる石材が散在している(第1図)。また田畑の耕作中には
(注 1)

古瓦 ・土師器片等が数多く発見されている。乙の乙とから寺院であることが推定され，古

代の福知山を知るうえで重要な遺跡であるとして，関係者の間では注目されてきた。と乙

ろがこのたび，乙の地域でほ場整備事業が施工されることになった乙とから，事前に発掘

A 

A 

O 

1m 
第 1図鹿島神社境内の礎石

8 

B 

調査を行い，遺跡の範囲 ・規模等を確認し，

記録を作成するとともに整備事業との調整

を図る乙とを目的として，昭和57年10月18

日から延60日聞に亘り福知山市教育委員会

によって調査が実施された。

2. 調 査概要

調査は，寺院推定地およびその周辺地の

地区割りを行うことから開始した。地区割

りは，磁北から東へ6度傾けた線を基準と

し，全体の地形の傾斜および田畑の畔lと沿

って 2mを最小単位とする方眼に区切り，

主だった田畑に 2mx2mおよびその倍数

よりなる トレンチを設定した。そして掘削

- 16-



和久寺跡第1次発掘調査

中lζ顕著な遺構 ・遺物を検出した場合には，さらにその周辺部を掘り広げる方法をとった。

調査対象地は6000m2もの広大なものであったが，実際iと発掘調査を行ったのはそのうち

の約450m2 であった。 卜レンチは13か所(第3図)設定し， )順次掘削を行ったのではあ

るが，ほとんどのトレンチ内では寺院に関する何ら手がかりを得ることができなかった。

l.調査地

5.奥野部遺跡

9.大門古墳

13.額塚古墳群

17.堺谷古墳群

第 2図調

2. 黒山古漬群

6. 下山古墳群

10.茶臼山遺跡

14.小谷古墳群
18.川上古墳群

査地位置図

3.吉見古墳

7. 白頭古境群

11.豊富谷丘陵遺跡群

15 羽合ノ段古墳群

19 向野西古墳群

- 17-

4.吉見古墳群

8.昆沙門古墳

12.妙見古墳群

16. 向野古墳群

20. 中ノ段古墳群



京都府埋蔵文化財情報第7号

o 
m
 

nu 
RJV 

第3図トレンチ関係図

しかし，寺院の東端確認のために設定したトレンチ内 (BS 42)において瓦類の密集した

部分を確認し，さらにその広がり具合を追求すべく周辺部を掘り広げたところ，ほぼ南北

方向に一直線lζ連なる瓦類および石材の集積を確認することができた。乙の集積は東方に

向かうにしたがって低くなることから，一時期の整地の際に，壇の上面lζ堆積した瓦を一

気に押しのけた様子を明らかに示しているととがうかがわれた。このような瓦の集積によ

って壇の輪郭を明確にする作業は容易に進めることができ，また壇のコ ーナーも確認する

乙とができた。しかし一部分に人頭大から傘大の石が密集したところがあり， しかもその

部分には瓦がまったく堆積していない状況であった。これが何を意味するものか今のとこ

ろ明確ではないが，撞の一部分で明らかに様相が異なっていることは，壇に伴う何らかの

施設があったものと考えられる。さて壇の周縁部については，前述したように瓦類にまじ

って多数の石材が出土し，また凝灰岩もまじっていたことから，石積みよりなる壇を想起

せざるを得ないように思われる。ただ，その痕跡についてはまったく手がかりを得る乙と

ができなかった。壇の延長は約1.4m，遺存高 O.5mを計測することができた。出土した
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和久寺跡第1次発掘調査

第4図基壇 (南から)

遺物および壇の状況から礎石建物の基礎をなす壇，すなわち基壇(第4図〉と考えること

ができるが，壇上に建立されていた建造物については礎石を据えた痕跡がまったく見うけ

られなかったため，今のところ推測の域を出るものではない。

鹿島神社の北側lζ設定した トレンチ内 (CF49)においては，直径40cmで内部に直径

20cmの柱痕を残す柱穴を南北および東西方向に整然とならべた掘立て柱建物跡2棟を検

出することができた。これらはおEいに切り合い関係を持つが，柱穴の形態や内部の様子

を同じくする乙とから，同時代的と考えられる。これらの建物跡は今のと乙ろその性格等

を論ずることはできないが，規模の大きな建物を建てる際の足場杭の跡とも考えることが

できょう。

以上に紹介した遺構の他に平安時代の土器片を多量に包含した溝跡2条 (CE49)，和久

寺創建寺の瓦を再利用した施設 (BS 40)，および和久寺建立に際する整地層 (BN44・B

N41)を検出した。

今次調査で出土した遺物については，先にもすこし述べたととろではあるが，今すこし

報告することにする。出土した遺物は瓦類が大半を占める (第5図〉。そして出土した場

所は主にBS42・BS47・CE49トレンチ内であり， しかも他時期の遺物がほとんど出土

しなかったことから，基壇上に建立されていた建造物の時期決定をするうえできわめて意
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味のある遺物であると言えよう。種類は単弁八葉蓮華文軒丸瓦 ・複弁八葉蓮華文軒丸瓦 ・

三重弧文軒丸瓦 ・平瓦 ・行基式丸瓦 ・畏斗瓦 ・面戸瓦等がある。軒丸瓦にはWM，軒平瓦

にはWHを付し，それに瓦当文様を確認した}I買に01・02・03とし，さらに文様構成が同じ

でも範の異なるものをA・Bと細分した。 WM01は複弁であり，周縁内側l乙面鋸歯文を施

す。また蓮子は1+6で2重の圏線を持つ。焼成はWH01A・Bともに堅織である。 WH02

は単弁で，周縁l乙珠文を施し，復元すると花弁は単弁で八葉になるが中房については不明

である。焼成は軟質である。 WH03は単弁であり，全体を肉太につくる。蓮子は1+8で焼

成はWH03Aが軟質で， 02Bは堅微である。 WH01A・Bとも同文であるが，O1Aは顎部

iζへラがきの波状文を施し，焼成は良好である。O1Bは顎部に弧文状の段を有し，焼成は

軟質である。平瓦は凸面l乙斜格子 ・正格子および菱格子を有するものばかりである。丸瓦

は行基式lと限られる。製斗瓦は菱格子の平瓦を縦l乙半砕して利用している。面戸瓦も菱格

子の平瓦を利用している。以上の他に土師器・須恵器等が出土しているが，ほとんどが細

片である。

3. お わりに

今次発掘調査の概要については以上に略述してきたとおりである。広大な調査対象地域

のうち，実際l乙発掘調査を実施したのはごく一部分だけであり，当初目的とした寺域の範

囲を明確にすることはできなかった。しかし予想と反して建物基壇の一部や掘立て柱建物

跡等の遺構を検出することができたことは，和久寺の地lζ明らかに寺院が建立されていた

ことを立証できたことになり，また今後の調査について一種の方向性を見い出せたと言っ

ても過言ではないであろう。和久寺の創建については，伴出した遺物から奈良時代前期に

位置づけられる。しかし，その後の遺物がまったく出土しなかったことから，すくなくと

も今回検出した基壇上に建立されていた建造物は修復もされずに衰退したものと考えられ，

その後は整地されて今日まで水田として利用されてきたのであろう。出土遺物については

十分な検討を加えてはいないが，摂津あるいは山陽 ・山城といった地域との交流を物語っ

ているものが多い。たとえば平瓦凸面に施されている斜格子および正格子の叩目文は，伊
(注2) 

丹廃寺において同種のものが出土している。またWH01Aの顎部に施されたへラがきの波

状文と同種のものは山陽地域において出土しているし， WH01Bの顎部IC施された弧文状
(注3) 

の段を有するものは山城地域において出土している。ただ技法上の問題はいろいろあるに

せよ，同種類の文様が丹波地域においても確認できたことは，文化の交流を十分に物語っ

ているものと言えよう。今後は，乙の種の文様等を考慮した上での比較検討が必要であり，

瓦当文様あるいは技法上の問題点を明確にしていくととが課題である。 ζ のことについて
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WM02 WM03B 

。 15cm 

WM03A 

司馬副主~
4干::~日羽詰;d

必遣も掛v.f

.<111索密売手 Wト1018
t-'.:!J5:.a:・ι
お匹，.('

F 
官官

第5図軒瓦拓影
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は後日lζ改めて報告することにしたい。

(大槻真純=福知山市教育委員会社会教育課主事)

注1 佐藤虎雄「下豊富村字和久寺廃寺礎石及出土古瓦J(r京都府史蹟勝地調査会報告』第8冊
京都府)1927 

注2 r摂津伊丹廃寺跡』伊丹市教育委員会 1966
注3 r平川廃寺発掘調査概要J(r城陽市埋蔵文化財調査報告書』第1集城陽市教育委員会)1973 

回

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー

昭和58年度研修会 ・講演会開催予定

研修会

開催 日 内

第14回 |畔 5月21日出 |福祉会館 |中近世の城館

廿~ 

第四回 | 6月24日(金) 1福祉会館 |埋蔵文化財の保護について

第16回 | 8月20日ωi京都市内 |昭和問度の調査

第17回 後 竹野川流域の遺跡
2日(日)

第18回 ( 11月 5日ω|山城資料館 |山城の古代寺院
第19回 | 間四出)1京都市内 1 (古墳時代)

第20回 1 59年 1月28日ω|丹波(綾部) 1 由良川 加古川の道
第21回 | 2月25日(土)I乙 司1¥l戸和58年度長岡尽跡の調査

講演会

|第2回 I 59年 1月29日(日) I丹波(綾部) 1 (弥生時代〕
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古代エジプト遺跡を訪ねて(4)

古代 エ ジプ ト遺 跡を訪 ね て (4)

小山雅人

V アマルナ時代

第l図 王妃ネフェルティティ胸像

アメンホ トペ四世一一自ら改名してアケナ

ーテンの「宗教改革」については，高校の教

科書にも書いてあるので，エジプト史の中で

も， ピラミッド，クレオノfトラ，ツタンカー

メンの次くらいには知られている事件であろ

う。前1379年，改名したアケナーテンは，処

女地一一中エジプトのエJレ・アマーノレナに王

宮を遷し，新都のアケターテンの建設を開始

する。彼の神はアーテン(本来 「日輪Jを意

味する普通名詞)という。この神の特徴は，

乙の「教祖王」アケナーテンに言わせれば，

唯一の神であり，他のエジプトの諸々の神々

(ベルリン博物館) はすべて偽だというのである。従って，第18

王朝の栄光の神アメン ・レーエも否定された。そ乙で王はこの巨大な神殿勢力を敵に して

しまったのである。古来エジプト人は，新しい物を取り入れるのに決して消極的ではない

のであるが，必ず古いものも残しておくのである。だから，アケナーテンも， I我が神し

かない」と言わずに， I我が神が最高Jと言っておれば，後の悲劇も起乙らなかったであ

ろう。しかし，それではアーテンという神の史的価値はなくなり，アケナーテンも一風変

ったただのファラオに過ぎなかったであろう。

アケナーテンの宗教も大いに興味深いが，アマノレナ時代とポスト ・アマ Jレナ時代の彼と

その家族の運命も非常に歴史的魅力lζ満ちている。王妃ネフェ jレティティは，古代エジプ

ト史上最高の美女 (好みにもよるが〉とされ，最近は宗教革命には彼女もかなりの役割を

果していたことが知られ始めている(第 1図)。夫王アケナーテンは， お世辞にも美男子

とは言えない(むしろ醜悪)が，ともかく 2人の聞には6人の王女(ばかり)が生まれて

いる。長女メリタ ーテンは，王家の跡取り娘として父王に可愛がられたらしいが，若くし

て亡くなった。先年の古代エジプト展に出品されたカイロ博のカノ ープス壷の蓋の美しい
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頭{象が彼女のものとされている。次女は

早世していたので，三女アンケセ ンパア

ーテンが，姉l乙代わって，夫になる王子

に王位継承権を与える女性となった。

アケナーテンの死後，王都はテーベlと

戻り，そ乙で即位した王， トゥタンカム

ー ン(前1361~1352) の妃は彼女であり，

アムーン信仰にふさわ しく，アンケセナ

ムーンと改名 している。乙の少年王の墓

は，奇しくもシャンポ リオ ンによる ヒエ

ログリ フ解読からちょうど 100年後の

1922年に発見されて，余りにも有名であ

るが，その遺物のいくつかにこの若い国

王夫妻の姿が描かれている(第2図)。お
第2図 トゥタンカムーン王と王妃アンケセナムーン

Eいに非常に愛情lζ満ちた しぐさを見せ(カイロ博物館蔵木箱蓋装画)

ているが，このような国王夫妻像は，ア

ケナーテン ・ネフェルティティ夫妻とこの トゥタンカムーン・アンケセナムーン夫妻に限

って見られるもので，エ ジプト美術全体から見れば，はなはだ異例的なのである。少年王

が18，あるいは19才で死亡すると，この愛らしい未亡人は，とんでもない行動に出る。臣

下を夫，つまり王とするのは耐えられないので，異邦ヒッタイトの王シュッピルリウマに

密書を送り，王子の一人を彼女の夫たる王として迎えたいと言うのである。異国の王は最

初疑うが，再度王妃の密書が届き，王子を送り出すが，彼はエジプトへ着く前に何者かに

よって暗殺されてしまったらしい。

結局，アンケセナムーンは，アケナーテンの老臣アイの王妃となり，アイが即位する

(前 1352~1348年)。しかし， 彼の王妃は殆どの史料でテイ(以前からの彼の妻)であり ，

アンケセナムーンは以後，杏として消息が絶えてしまうのである。アイの短い治世の後，

今度はアケナーテン王時代以降の将軍ハ レムへブが，ネフェノレティティの妹を王妃として

即位した(前1348)。子がなかった彼は，年老いた部下プラメセスに王位を譲り，ラメセ

ス朝(第19・20王朝)が始まるのである。

乙のように前14世紀のエジプトの歴史は，希代の異端王アケナーテンの登場と第18王朝

の伝統として歴史の表面での女性の活躍，将軍ハレムへブlζ始まる軍人の台頭があり，更

に上述のあらましでは触れなかったが，広大なエジプ ト帝国各地での反乱と，アケナーテ
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古代エジプト遺跡を訪ねて(4)

第3図 ア7 ーノレナ北王宮跡 (西から)

第 4図
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ンの「平和主義JCあるいは「軟弱外交J)による帝国の瓦解など，物語のような面白さが

ある。実際，欧米ではとの時代を舞台にした小説が移しく書かれている。

エル・アマールナの対岸まで，メニアからタクシーでぶつとばす。ナイノレを渡ると，さ

すがにこ乙は観光地であり，観光パスならぬ観光トラクターがある。これに乗って砂漠を

越え，岩窟墓群のふも とまで行き， 岩山を登るのである。ディヴィス夫妻の模写を通じて

かなりアマノレナの壁面は知っており，各墓地でその絵を探すのであるが，殆ど見えない位

に傷んでおり，写真も失敗だらけで，本稿に載せられないのは残念至極である。

岩窟墓の次に訪ねたのは，北の王宮であるが，王が愛情を長女メリタ ーテンに移した後，

ここは美貌の王妃ネフェノレティティが，別居して住んだところである。恐らく極彩色の壁

画が描かれてあったのであろうが，壁は日乾レンガの基底部のみを残すだけである。 1か

所石の礎石が並んでいた(第3図)。

との短命の都の中心部も瓦礁の山としか言いようがない。発掘は数次に亘って行われて

いるのであるが， 銘文のある石材やその破片が移しく転がっている(第4図)。日本であ

れば，平城宮的規模で整備するであろうに，もったいない話ではある。

カイロ博物館で， トゥタンカムーン王墓の副葬品をゆっくり見ることが出来たが，やは

り素晴らしい。宝飾技術は中王国より劣るとか，金ピカ趣味とか言ってみても，所詮負け

惜しみになってしまう。アマールナ遺跡が平城宮跡とすれば，乙こは正倉院なのである。

筆者は，以前 「王妃ネフ ェJレティティに就いてJcr古代文化』第27巻第 2号)という学
界展望を書いた頃から，この美しい王妃を密かに恋していたのであるが，エジプト全国の

土産物屋で，膨大な量の醜悪な胸像(モデノレは言うまでもなくベソレ リン博の名品 ・第1図)

や絵を見続けて，これを全世界の人が買って行くのだと思うと，気持ちの冷めていくのを

感じた。エジプトの土産物は，特にそれが古代美術品のコピーであれば， 殆どが不細工で

つまらないが，まれに安価でハッとする程古代のものに近いのがある。今，筆者の書斎に

は，パピルスに描かれた 1人の第18王朝の貴婦人の横顔の絵が掛っている。

(小山雅人=当センター調査課調査員)
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昭和57年度発掘調査略報

16.洞楽 寺古墳

所在地 福知山市大字大内小字後正寺

調査期間 昭和57年 9 月 6 日 ~12月 10 日

調査面積 約 400m2 

調査概要 洞楽寺古墳(調査地位置図 1)は， 洞楽寺裏の台地端にある直径 14~16m，

高さ 1.5m (東側)の円墳である。かなりの傾斜地にあるため西側での比高差は 3.5mも

ある。当調査は，日本道路公団が計画する近畿自動車道舞鶴線の事前調査として行ったも

のである。

調査の結果，横穴式石室墳であることが判明した。既に天井石等はなく，奥壁1枚， 東

側壁の最下段2枚，西側壁の最下段1枚が遺存していたのみであった。埋葬面は奥壁に近

い部分のみ確認できた。すなわち，奥壁l乙沿って須恵器杯が蓋とセッ トとなり検出され，

奥壁から1m離れた所では棺台と恩われる平らな石が 3個検出された。須恵器杯は陶邑編

年の [[-3・4段階に相当し，おおよそ 6世紀後半代であろう。主な出土遺物として，須恵

器杯 ・蓋 ・壷 ・斐 ・提瓶，土師器高杯，鉄万， 銀理4等がある。

古墳時代以外の遺構としては，墳正の北側，周濠内iζ墓2基のあるととが判明した。墳

墓 SX8 は20~30cm大の角礁を 1m範囲ほどに置き，その下に 30cm四方の平石を据

えたもので，この下lζ須恵器壷(底部欠損)と鉢を埋置していた。査には骨が入れられて

121M  

\:，9，;2) 1紗桃~..~せがと'l"'i'斜3目隠滅

調査地位置図

おり，鉢を受け皿のように下lζ据えていた。

乙の北側には径30cmほどのピットがあり，

火葬骨が埋められていた。また，墳正の南

側，つまり前庭部では墳墓SX6が発見さ

れた。とれは， 20~30 cm大の角磯を置き，

その中に五輪塔の火輸を置いたもので，下

には穴を掘り骨を埋めてあった。近年，古

墳と中世基が近接して発見されることが多

く，霊地意識の変遷を知る上で当遺跡も貴

重なデータを示すこととなった。

(伊野近富)
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17.後正寺古墓 ・小屋ヶ谷古墳<図版 1> 

所在地 福知山市大字大内小字後正寺

調査期間 昭和57年 6 月 26 日 ~12月 8 日

調査面積 400m2 

調査概要 本調査は，近畿自動車道舞鶴線の建設に伴う事前調査として実施した。当初，

調査地(前頁位置図 2)の西南lζ高さ約50cmの塚が3基あり， 中世墳墓と推定して調査

に着手した。

第 1図小屋ケ谷古墳調IJ量図
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第2図小屋ヶ谷古墳石室内出土須恵器

乙となどから，埋葬lζ関わる施設と判断した。

これらの塚は， 表土を

~~ぐと ， 20~30 cmの自

然石が表面に葺かれてい

た。内部には，明確な埋

葬施設は認められなかっ

た。これらが造られたの

は江戸時代中期頃であり，

近接して礁が多く詰まっ

た土媛 3~まを含む，同時

期の土壌7基を検出した

西端にある塚の下からは，塚造営以前の土墳を検出した。 内部から，焼土と炭化物が出

土したが，時期決定を しうる造物はなかった。 との土嬢の東方約105mのところに，黒色

土器椀 ・瓦器椀 ・須恵器ねり鉢 ・宋銭が捜納された状態で出土したこと，周囲には他の遺

構がない乙とから，埋納土器と土墳との関係を想定する蓋然性は高く，そうするとこの土

嬢は墓であった可能性があり，時期はそれらの土器から平安時代末といえる。

調査を進めていくと，当初現地で見られた塚の下から，予想だにしなかった古墳が見つ

かった。昨年度， 当センタ ーが調査を行った 「後青寺古墳J(本遺跡より約100m南)と

混同しないように「小屋ヶ谷古墳Jと命名した。

小屋ヶ谷古墳は，墳丘の西側，北側が削平を受けているが，東部の残りは比較的よく ，

墳正裾に幅約2mの周濠が検出できた。石室中央と墳正裾までの距離により， 径約12mの

円壌に復元できる。墳丘は約60cmしか残っていなかった。内部主体は両袖式の横穴式石

室で，玄室長 4036m，玄室奥壁幅 1.38 m，羨道の現存長 300mをはかる。天井石は全く

なく ， 側壁も 2~3 段残すのみであった。

埋葬面は，遺物の出土レベノレから三面検出できた。骨の出土は全くなかった。遺物の残

り具合は概してよく ，杯身 ・杯蓋 ・蕗などの須恵器，高杯 ・長頚壷などの土師器，直万 ・

矛 ・馬具(轡2組)などの鉄製品，装身具が出土した。須恵器は中村浩氏の編年によると

日型式4段階からE型式1段階までのものである。

他の遺構としては，集石遺構，中世末~近世初頭の建物跡2株，14世紀代の土師器皿を

多数埋納したピットなどがある。特に建物跡は，大内城跡，後青寺跡にはさまれた立地を

している当遺跡と，両遺跡とを関連づけるものとして注目される。(岩松 保)
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18.長岡京跡右京第105次(7ANINC-2・IMK地区)<図版 2>

所在地 長岡京市今里西ノ口 ・舞塚

調査期間 昭和57年7月12日~昭和58年1月26日

調査面積 約1.400 m2 

はじめに 今回の調査は，都

市計画街路石見 ・淀線建設工事

lζ伴い前年度iζ引き続き実施し

たものである。前年度の調査で

は，奈良時代~長岡京期の建物

跡や道路側溝，中世の大溝，古

墳時代から奈良時代の自然流路

ぐ河川J)などを検出した。今回

の調査は，今里西ノ口地区 (7

ANINC-2地区)と今里舞

塚地区 (7AN IMK地区)で

実施し，以下に述べるような成

果を得た。

調査の概要 今回の調査では，

今里西ノ口地区でA~E の 5 つ

のトレンチ，今里舞塚地区でF

第1図調査地位置図 (1/25，000)

~ I の 4 つのトレンチ，計 9 つのトレンチを入れた。今里西ノ口地区では， 昨年度の今里

西ノ口地区での調査で検出した奈良時代から長岡京期の建物跡や中世の大溝に関係した遺
〔注)

構が，舞塚地区では，京都府の行った下水道今里西幹線の立会調査の結果や地名から，そ

の存在が考えられている古墳(舞塚古墳)が，それぞれ検出されるのではないかと期待さ

れた。

今里西ノ口地区の5つの トレンチのうち，Cトレンチは，池と川のため遺構面は残存し

ていなかった。 A・B・C・Dの各卜レンチからは，中世の溝や柱穴などの遺構を多数検

出した。特にBトレンチにおいては石積みの井戸， Dトレンチでは，瓦器椀や土師皿の土

器溜りを検出した。 Bトレンチで検出した井戸は，掘形の一辺約 220cm，井戸の内径約
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80cm，深さ約 500cm

を浪uる。 Eトレンチで

東西3間以上の建物跡

は，長岡京期と思わ

(S B 10548)の2棟の

掘立柱建物跡や奈良時

間以上の建物跡 (SB 

れる東西3間，南北2

と南北 7間，10547) 

代の東西方向の溝 (S

D10550)等を検出し

i
;
 

S B10547は，南た。10胃、
==' 

第2図
側に庇を持った南北3

E トレンチ遺構図

間，東西3聞の規模を有する建物跡と考えられ，柱間寸法は，東西が約300cm，南北が，

S B10548は，西北角の柱穴は，現代庇部分で約 300cmを測る。身舎部分で約 240cm， 

の撹乱で失われていたが，南北7間，東西4聞の建物跡と考えられ，柱間寸法は，南北が

や約 240cm，東西の身舎部分が約 210cm，庇部分が約 270cmを測る。溝SD10550は，

や蛇行しながら東西に延び，幅約100cm，深さ約30~60cmを測る。

今里舞塚地区の F~I の 4 つの 卜レンチにおいては，舞塚古墳の周濠 (S D10565)や弥

生時代の溝，古墳時代の竪穴式住居跡，長岡京期の南北方向の溝などを確認した。舞塚古

F.Gの両トレンチである。 Fトレンチでは東へ弧を描きなが墳の周濠を検出したのは，

G トレンチでは北から東へ曲がる周濠をそれぞれら北から南へ延びる周濠の外側の肩を，

周濠の幅この舞塚古墳は，帆立貝式の古墳であったと予想され，これらから，検出した。

等を確認する為，長岡京市教育委員会，長岡京市都市計画課と協議し，拡張を行った。そ

Fトレンチでは，後円部の周濠を検出し，幅約 600cm，深さ約 110cmを測り，の結果，

乙の土橋は，南半部が下水道のマンホーJレの為土橋を持っていたととを確認した。ただ，

Gトレ周濠底より約90cmを測っている。幅は不明である。高さは，lζ壊されており，

これらの周幅約 500cm，深さ約70cmを測る。ンチで検出した前方南側の周濠部分は，

しこの古墳には，葺石等は施していなかった模様である。i濠内iとは転落石等もみられず，

人物かし，周濠内からは，多数の円筒埴輪片が出土するとともに，前方部の周濠からは，

乙の古墳が埴輸を持っていたことが判明した。乙の人物埴輪

やや細い木ノ葉形の目と真っすぐにのび
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第7号京都府埋蔵文化財情報

る鼻，小さな口を配し，側頭部から後頭部にかけて線刻を入れ，後頭部lと粘土紐をつけて

円形の透しを持っている。また，
頭髪を表現している。円筒埴輸は，縦ハケを施し，

この

周濠内には，灰黒色を呈する粘土が堆積し，水を湛えていた形跡を残している。この古墳

は，出土した埴輪等から 6世紀前半頃のものと推定され，規模は，極く一部を検出したの

みなので不正確ではあるが，全長 50m近くは有していたと考えられる。
乙の調査地区で

幅約260cm，深さ約60cmを測る弧形を呈す
H トレンチで，前述した様lζ，

る古墳時代の溝を，

イ也i乙，は，

幅約200cm，深さ約30cmを測る南北方向 lζ延び
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加=舞塚古墳平面図
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第4図 Bトレンチ石積み井戸SEI0521 (東から)

る長岡京期の溝，古墳時代の竪穴式住居跡の一部と思われるもの 2基，北東から南東に延

びる，幅約 80cm，深さ約 30cmを測る弥生時代の溝などを検出した。このうち， Hトレ

ンチで検出した溝は，その形状から古墳の周濠の可能性が強い。また 1トレンチの長岡

京期の南北方向の溝は，西三坊坊間小路の側溝である可能性が高い。

まとめ 今回の調査では，以上述べた様な成果を得た。北方部の今里西ノ口地区で検出

した奈良時代の溝や長岡京期の掘立柱建物跡は，昨年度の調査成果と合わせ，ζの一帯に

奈良時代~長岡京期の集落が存在していたことを物語っている。特に，今回のEトレンチ

で検出した長岡京期の建物跡は，共に庇を持ち，乙の場所に有力者の邸宅があったことを

窺わせる。また，中世の柱穴や井戸の検出は，この地一帯に，中世の今里の集落の一部が

存在していたことを裏付ける。

南方部の今里舞塚地区での，舞塚古墳の周濠の検出は，以前から言われていた舞塚古墳

の存在を裏づけ，帆立貝式の古墳であることをほぼ判明させた。弥生時代の溝や古墳時代

の住居跡等の検出は，この地に弥生時代や古墳時代の集落が存在していたことを検証した。

これらは，舞塚古墳に人物埴輸が存在していた乙 ととあわせ， 乙訓地域での弥生時代や古

墳時代を考える上で良い資料となるであろう。 〈山口博〉

注高橋美久二他「長岡京跡昭和53年度発掘調査概要J(1"埋蔵文化財発掘調査概報 (1979)J 京

都府教育委員会)1979 
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19.伏見城跡

所在地 京都市伏見区桃山毛利長門東町8

調査期間 昭和58年 1 月 13 日 ~2 月 28 日

調査面積 約 1，100m2 

はじめに この調査は京都府立桃山高等学校の校舎増改築工事に先だち行ったものであ

る。調査対象地は南から格技場部分，教室棟，昇降口の3か所あり，それぞれA・B・C

地点とした。

伏見城は1592年(文禄元年)から，豊臣秀吉によって築城され，その後，地震 ・合戦等

によって崩壊 ・炎上したが，その都度，様相を変えつつも復旧され，1623年(元和9年)，

廃城となるまで存在した城である。

城の主郭部分は現在桃山陵一帯と考えられるが，当調査地付近も，いわゆる内城のー画

にあたり，大名屋敷等が存在していたことは，古地図，地名，地形，あるいは以前の調査

によって判明していた。

調査概要 調査はまず， A. B地点、に卜レンチを入れることから開始し， 遺物包含層等

第1図調査地位置図 (1/25，000)
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が確認されたため，すぐに拡張を

行った。 C地点は調査期間の後半

lζ掘削を行った。 A.B地点、では

地山商までが浅く，表土下，すぐ

に地山という部分も多かったが，

乙乙が学校用地となって以降の新

旧建物の建築 ・解体lζ伴う撹乱も

数多く認められた。

A地点では石組溝2(S D01 ・

02)，堀状の遺構 (SD03)，建物

礎石3等を検出した。 SD01~03 

はすべて方向を同じく し，南北lζ

延びるものである。撹乱 ・調査範

囲の制約によって，その全体像を

明確にすることはできなかったが，



一昭和57年度発掘調査略報一

その概要は以下のとおりである。 SD03はトレンチ中

央部で幅5.8m以上， 深さ0.7mを測り，調査地の南

北，全体に続く。東側は トレ ンチ外lζ続くため，その

立ち上がりは不明である。それを埋め，石組溝SD02 

が形成される。 SD02は多くの石が抜き取られ，また

東側はSD01と重複するため，極めて遺存状態は悪

く， その痕跡は石の抜き取り穴を含め，北へと続く

が，南側では西lζ折れ曲がり，そこで終わっている。

最終的に形成された石組溝SDOlも撹乱，石の抜き取

り等によって乱れているが，北側で約19m， トレ ン

チ南端で2mを確認した。石はSD02よりもやや小型

のものが用いられていたが，溝の内側は丁寧に面がそ

ろえられていた。 SDOl・02ともにトレンチ中央部で

は検出できず，その約12.5mの間，溝が形成されてい

Tよし、。

B地区では，調査地の東半において，井戸と土壌を

検出した。井戸の一つは上部の掘り込みが径 6m，本

来の井戸枠が径107mの規模であり， 深さ約3.7mま

で確認した。土擦の数基は，土擦の側面から底面にか

けて，全体lζ土師皿と灰によって埋め尽され，他の少

量の瓦，陶器類とともに一括投棄された様相を示して

いた。しかし，埋土上部に遺物はほとんどなく，そう

した土嬢を後に整地する時に土を入れ，っき固めたも ←5003 

5 
町、

のと考えられた。 第 2図 A地点遺構平面図(部分)

C地点では地表下約108mで地山に達したが，地山面より約1mの厚さまで土を入れ，

整地されていたことが確認できた。客土層上面において少量の遺物を検出したが，特に顕

著な遺構は認められなかった。

出土遺物は瓦類が量的には大半を占めるが，土師皿の量も多量にのぼった。他に陶器，

木器，銭貨，鉄製品が少量ながら出土している。

遺構 ・遺物ともに，その整理は開始したばかりであるが，A地点の重複する溝 B地点

の土嬢内の一括遺物など，今後，伏見城を考察する上での貴重な資料になるものと考えら

れる。 (長谷川達)
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府下 遺 跡紹介

9.大里環濠集落

入

第l図 所在地及び周辺遺跡分布図
1.大里環濠集落 2. 山城国府跡
3.高麗寺跡 4.椿弁大塚山古墳
5.平尾城山古墳

本集落は相楽郡山城町上狛iζ所在する。国鉄奈良

線上狛駅以西周辺が集落範囲で，現在は濠もコンク

リートに変貌し， 排水溝になっている。文，狛氏の

居館の城郭化の為，狛械とも呼ばれる。

棚倉駅から上狛駅に至る途中lと石垣が見えるが，

これが椿井大塚山古墳で，丁度，乙の部分が後円中

央部lζ当る。舶載鋭36面(32面は三角縁神獣鏡)，万

剣，槍，短甲，銅銭，斧，鎌，万子，施等が出土し

た。他に平尾古墳，弥生時代の集落跡である湧出宮

遺跡，山城国府跡等がある。高麗寺跡は高句麗の渡

来氏族狛氏が当地周辺に君臨していた乙とを傍証し

ている。金堂は白鳳期lζ建立され，寺跡より飛鳥期

から平安期にかけての遺物が出土している(第1図)。

さて，環濠を持つ集

落は弥生時代lともあり，

滋(濠)の用途は「集

落聞の境界表示Jr防
禦Jr用水路Jr交通
路」等考えられる。一

方，中 ・近世の環濠集

落は弥生時代のそれと

は異なり，古代条里集

落が防禦的村落に改変

されたことにより環濠

を持ったものと現在理

解されている。

第2図大里環濠集落字割図

山城盆地，特iと，南

部lとは伊勢田，大久保，
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平川， 寺田等の20の環濠集落があり，大和郡山，稗田環濠集落の様iζ明確な濠こそないが

，条里地割lζ合致している。当地域lと環濠集落が集中した理由は基本的には，低湿地にあ

る集落の自衛手段として容易に造営できたからであろう。巨椋池は明治中頃以降，小規模

な干拓が何回となく行われ，昭和16年11月に現状況になったが，その周辺に第3図に見ら

れる様な分布を示す事は，環濠集落を考える上で極めて示唆的である。

歴史的には， 山城守護職の事実上の争奪戦一応仁の乱ーが勃発し，文明9年 (1477)12 

月，上山城三郡の土豪が会議を開き，会議の成否を農民が見守る為集結した事件を山城国

一授と言うが，その際，中心的村落となったのが大里環濠集落と言われる。

大里環濠集落の乾 ・坤町と艮 ・巽町の聞を通る道は旧奈良街道であり，伊賀，伊勢方面

lζ通ずる一つの分岐点として古代からの交通の要街地であった。又，各町lζ寺が造営され

ている事実は，大里理濠集落の成立過程，或いは，構成を知る上で有効な根拠となろう。

最後に，本山城地域は湿地帯であり，古代より農耕に適した場所であったろうし，古墳

第 3図

1.森

5.下奈良

9.上津屋

13.市回

17.林

山城盆地(南部)環濠集落分布図
(波線=巨椋池)

2.野村 3.回井

6.戸津 7.上奈良

10.岩田 11.佐山

14.安田 15.小倉

18.大久保 19.平川

4.川口

8.内里
12.佐古

16.伊勢田

20.寺田
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時代に於いても， 椿井大塚古墳等の大

型古墳を造営できる権力を有する豪族

の存在を肯定できる。乙の事から集落

が集中する基撲は，古くから形成され

ていたことは誰しも認めるであろう。

本集落lζ見る景観は，郷土史研究に

は非常に有効なものであり，是非，ー

見して欲しい。

小編作製lζ当り，山城郷土資料館高

橋美久二氏には色々お世話になった。

記して深謝する。
(小池 寛)

く参考文献〉

or平野の開発」 谷岡武雄 古今書院
1964 0 r日本城郭大系 llJ新人物
往来社 19800 r京都府の地名」平凡
社 1981 0 r私たちの上狛 ・上下J
中津川保ー『やましろ 12，14J所収

1972， 1976 0 r歴史がつくった景
観J 足利健亮ほか 1982
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長岡京跡調査だより

今年度の4月から行っている長岡京連絡協議会も，との3月で1年が経過した。その中

で，向日市教育委員会，長岡京市教育委員会，大山崎町教育委員会， (財)京都市埋蔵文化

財研究所， (財)長岡京市埋蔵文化財センター， (財)京都府埋蔵文化財調査研究センターの

行ったそれぞれの調査の報告が行われてきた。今年度の長岡京跡内における発掘調査は，

一覧表にあるように，宮内13件，右京34件，左京13件の合計60件が行われ，その中でも，

宮内第116次調査で，朝堂院の西第4堂が東西の桁行が10間以上あることが確認されたり，

また右京第96次調査の五条大路の検出や，左京第87次調査で東二坊大路が検出されるなど，

さまざまな成果があがっている。

さて，今回は 1月26日 2月23日 3月23日の長岡京連絡協議会で報告されたものを含

め，今年度行われた調査の中で，主だったものを簡単に述べたい。

宮内第 116次 (1) 

宮内第119次 ( 2) 

宮内第 123次 ( 6) 

宮内第125次 (8) 

向日市教育委員会

朝堂院西第4堂の調査で，西第4堂が東西棟で，南北4間，東

西10間以上の規模を持つことが確認された。との結果，第4堂は，

東西の桁行が11聞であると推定されている。

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

北西から南東に流れる長岡京期の溝を検出した。また他iζは，

中世の柱穴群を検出している。(本誌第4号参照)

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

南北2間，東西5聞の東西棟の長岡京期の掘立柱建物跡を検出

した。柱間す法は，南北で東西ともに約 2.7mを測る。 (本誌第

6号参照)

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

北西から南東へ流れる幅約4m，深さ約 20cmを測り， 神功開

宝や和銅開弥などの銅銭や，木簡の出土した長岡京期の流路や，

東一坊大路の側溝の可能性の強い長岡京期の南北講を検出した。

(本誌第6号参照)

宮内第1鰍山 |向日市教育委員会
この調査では，東西5間以上を測る長岡京期の掘立柱建物跡の

柱列が検出され，その上lζ長岡宮式，平城宮式等の軒瓦を含んだ
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長岡京跡調査だより

大規模な整地層が確認された。また，上記の建物跡を検出した遺

構面で「春宮」と記された墨書土器が出土した。

右京第 94次 ω | 長岡京市教育委員会
長岡京期の南北2間，東西2間以上の掘立柱建物跡2棟や柵列

などを検出した。

昭和57年度調査地位置図
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長岡京跡調査地一 覧 表

¥ |調査次数 | 地区名 | 調 査 地 |調査機関 | 調査期間

1 1宮内第116i'X1 7 A N15H 1向日市鶏冠井町山畑20-2 |向日 市教委157. 5.17~ 11.16 

2 1宮内第1判 7 A N16C 1向日市寺戸町南垣内 Ic財)京都府埋| 3. 4~ 5.20 

3 1宮内第凶次17 A N12C 1向日市寺戸町東ノ段 |向日市 教委| 4. 23~ 5.13 

4 1宮内第121次17 AN20B 1向日市上植野町馬立地内 11 6.25~ 6.29 

5 1宮内第122次17 AN川 |向日市鶏冠井町稲葉25-14 11 6.29~ 7. 1 

6 1宮内第1吋 7AN7F 1向日市寺戸東野辺 Ic財)京都府埋| 7. 10~ 9.15 

7 1宮内第凶次17AN9K 1向日市鶏冠井町大極殿地内 |向日市 教委[ 7. 28~ 7.30 

8 1宮内第防 次17AN3B 1向日市森本町前回 Ic財)京都府埋l7. 29~ 9.21 

9 1宮内第凶 次17AN11F 1向日市寺戸町南垣内町 |向 日市教 委| 9.27~ 10. 4 

101宮内第1吋 17 AN15E-71向日市上植野町南関 11 12. 6~ 12.21 

111宮内第四次17 AN10K 1 。 。 2. 15 

121宮内第四次17AN151 |向日市鶏冠井町山畑地内 。 1. 24~ 1. 25 

131宮内第1州 7AN10G-21向日市上植野町南関 ィ? 1. 2 1~ 3.22 

l41右京第 94次17 ANQUD 1長岡京市久貝2丁目 |長岡京市教委157.4. 16~ 5.29 

151右京第 95次17 ANNHR 1長岡京市友岡1丁目 。 5.18~ 6.22 

16同第 96次17ANKUT作岡京市関田3丁目 11 5. 10~ 6.30 

171右京第 97次j7ANSDK1大山崎町円明寺小字大門脇 |大山崎町教委|
4.14~ 4. 16 

10.15~ 10.23 

181右京第 98次17ANGSWI長岡京市井/内坂)1114-1 Ic財)長岡京市埋[ 5.21~ 6. 1 

191右京第 99次17ANKKII長岡京市神足3丁目304 l長岡京市教委| 5.26 

20 1右京第肌 次17ANIKEI長岡京市長岡3丁目 |側長岡京市埋| 6. 15~ 7.12 

21 1右京第町17ANMMK 1長岡京市神足3丁目 l長岡京市教委| 6. 16~ 7. 51 
221右京第町[7ANK TN-21長岡京市開田3丁目 11 6.26~ 7.2 

231右京第町!7 ANOND 1長岡京市下海印寺西山田 Ic財)長岡京市埋| 7. 2~58. 1. 

24 I右京第105次ll7A N I I MN KC -2!i長岡京市今里西ノ口 ・舞塚 Ic財)京都府埋1

251右京第町17 ANKHT 1長岡京市開問4丁目 Ic財)長岡京市埋| 7. 26~ 9. 

261右京第町村 7ANGNCI長岡京市井ノ内西ノロ 1<財)京都府埋| 7. 20~ 10. 

271右京第1附 7ANCKMI向日町北山65 |向日市 教委| 7.27~ 8. 13 

吋京第1吋 7ANKNZ1長岡京市天神1丁目8 ド財)長岡京市埋| 8.10~ 9. 3 

291右京第1附 17ANIS叫長岡京市今里2丁目 Ic財)京都府埋| 8. 4~ 9.20 

吋京恥吋7ANMSI作 Ic財)長岡京市埋| 9. 7~ 10. 5 
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長岡京跡調査だより

¥1 調査次数 | 地区名 調 査 地
|〈髄機関ヰ調査期間

31 1右京都吋7ANGS件特岡京市井ノ内坂川27-1 財)長岡京市 7. 9.21~ 10. 7 

321右京第山次17AN S TE-21大山崎町円明寺小字鳥居前 |大山崎町教委| 10. 25~ 10.30 

33院第山次17ANKTRI長岡京市開田 3丁目日 1<財)長岡京市埋| 10.18~ 11. 9 

341右京第旧制 7ANTSE1大山崎町下植野小字山王前 !大山崎町教委| 1 1. 15~ 11.27 

351右京第1吋 7ANTMKI大山崎町下植野小字宮脇 。 12. 4~ 12.24 

361右京第山 次17ANISB-作岡京市今里三ノ坪 1<財)長岡京市埋l11. 15~58. 1. 10 
371右京第山次17 ANNNM 1長岡京市友岡西山日 。 12. 3~ 12.21 

381右京第山次17ANK S N-21長岡京市長岡2丁目434-1 |長岡京市教委158.1. 5~ 3.10 

391右京第四次17ANNKG-21長岡京市友岡 3丁目 1<財)長岡京市埋| 1. 6~ 1. 22 

40 I右京第凶次17ANQNK1長岡京市久貝2丁目 1; 1. 10~ 2. 5 

41同第1吋 7ANGNUI長岡京市西ノ京 1; 1. 24~ 2. 3 

421右京第凶次[7ANG SW-3[長岡京市井ノ内坂}119-1 1; 1. 26~ 2. 1 

431右京第凶次17ANSYE1大山崎町円明寺小字薬師前 l大山崎町教委[ 2. 4~ 2. 19 
441右京第凶次17ANPHI I長岡京市天神4丁目印 1<財)長岡京市埋| 2. 4~ 2.16 

45件京第1州 7ANQUD-21長岡京市久貝2丁目 1 1; 1 2.24~ 3.12 

461右京第1274 7AN332一段 EEE高野関言前 1<財 3.18~ 

471右京第128次|7ANNHR[長岡京市友岡一丁目 1<財)長岡京市埋| 3.22~ 

作京第吋7ANMTG作両京市神足棚次橋本 |長(財岡)長京岡市京教市埋委|57 49.2169~ ~ 5.1q 寸d 千11. 1 

491左京第吋7ANF OT-61向日市上植野町大田 l向日市 教委| 4.19~ 5.1 

50 1左京第 89次17ANEJ叫向日市上植野町十相 。 5.10~ 

51 1左京第 90次17ANFTB-21向日市鶏冠井町十ケ坪5 。 5.24~ 6.11 

521左京第 91次17ANWNTI京都市伏見区久我 1<財)京都市埋| 4.15~ 9.30 

531左京第 92次17 ANXCD 1京都市伏見区羽束師劃11町 | 。 9. 20~58. 1. 5 

541tr:京第 93次|7AN525i 。 1; 10. 1~ 

551左京第 94次17ANFO叶向日市上植野町大国 |向日市教委| 10.14~ 11.21 

561左京第 95次17ANESH-村日市鶏冠井町沢ノ東 。 10. 16~ 10.24 

57 1左京第 96次17ANQNR一作岡京市勝竜寺西川原田 !船長岡京市埋[ 1 1. 15~ 11. 30 

判左京第吋7ANFHM-31向日市上植野町樋瓜 |向日市教委| 12. 1O~58. 1. 22 

59院第 98次17AN FNT-31向日市上植野町西大国 1 <財)京都府埋| 12.23~58. 3.14 

件京第 99 付 7A 一千円~l京都市伏見区羽束師菱Jl I町 ド財)京都市埋158.1. 20 2.23 
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右京第 96次 (16) 長岡京市教育委員会

長岡京の五条大路の南北両側溝と，南側溝の南側で建物跡と考

えられる柱穴列を4間分検出した。また，検出した両側溝の距離

は，溝心々間で約 15mを測る。

右京第102次 (21) I 長岡京市教育委員会

長岡京期の溝2本 (SD10201， S D10202)を検出した。 SD

10201からは， r自司進仁二J，r三年十二口仁二」と書かれた木
簡や，人形，櫛，ワラジや「一」と墨書された土師器椀などが出

土した。

右京第削次 (23) I 財)長岡京市埋蔵文化財センター

右京第105次 (24) 

右京第106次 (25) 

調査地は，正陵と河岸段正lζ分かれ，丘陵では土壊と土墳墓を

各1基ずつ検出した。段正は水間，畑地になっていたが，長岡京

期の小泉川の旧河道や古墳時代の溝などを検出した。特に，長岡

京期の旧河道からは土馬，墨書人面土器， ミニチュアカマドなど

が多量に出土した。

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

調査地は，北方部の今里西ノ口地区と南方部の今里舞塚地区の

2地区lと分かれる。北方部の今里西ノ口地区では，長岡京期の掘

立柱建物跡2棟と，奈良時代の東西溝，中世の井戸や溝，柱穴群

を検出した。南方部の今里舞塚地区では，舞塚古墳の後円部及び

前方部周濠の一部を検出し，後円部l乙土橋を持つことを確認し，

墳形が帆立貝式である乙とが判明した。周濠内からは，人物埴輪

の頭部と多量の円筒埴輪片が出土した。また他に，長岡京期の南

北溝や弥生時代の溝を検出した。(本誌参照)

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

方墳の周濠の一部を検出した。周濠の幅は約4mを測り，周濠

内からは円筒埴輸の他lζ楯型や衣笠形の埴輪も出土している。規

模は昭和56年の民家の建て替え工事における立会調査で検出した

周濠とから考えると 1辺30m前後になる。

右京第即次 (26) I 伽京都府埋蔵文化財調査研究センター

中世の溝，土墳，柱穴の他lζ古墳時代の土域墓を検出した。土

嬢墓内からは須恵器の杯身 ・杯蓋 ・短頚壷，金環が出土した。
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右京第 108次 (27) 

右京第110次 (29) 

右京第 111次 (30) 

(本誌第6号参照)

向日市教育委員会

長岡京跡調査だより

弥生時代のピットや土壌を検出し，弥生式土器や石器が出土し

fこ。

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター

三条条間小路の北側溝を検出した。他lζ，弥生式土器片を若干

含む自然流路を検出した。(本誌第6号参照)

(財)長岡京市埋蔵文化財センタ ー

長岡京期の井戸，土擦の他lζ古墳~奈良時代の土壊，中世の井

戸，土墳等を検出した。長岡京期の井戸は木組みで，木ワクが一

段残っていた。

右京第1問問 |船長岡京市埋蔵文化財センタ ー
中世の住穴群と土墳墓，古墳時代の溝，土墳，弥生時代の円形

の竪穴式住居跡を検出した。

右京第四次 (38) I 長岡京市教育委員会
奈良時代から平安時代にかけての掘立柱建物跡7棟，柵列4本，

奈良時代の溝等を検出した。奈良時代の建物跡の中には 3間×

3聞の総柱の建物跡が2棟あり，規模はそれぞれ5.2mX4. 2m， 

4. 8mX4. 3mを測る大きなものである。

右京第凶次 (40) I 財)長岡京市埋蔵文化財センタ ー

調査地は，西ー坊大路と八条第1小路の想定地であるが，道路

側溝は検出されず，かわって長岡京期の掘立柱建物跡や柵列等を

検出した。柵列は 2時期にわたる建て替えが認められる。

右京第m次 附 | 明)長岡京市埋蔵文化財センター

左京第 87次 (48) 

西一坊第2小路の側溝と考えられる長岡京期の南北溝を検出し

た。溝内からは，長岡京期の須恵器，土師器等の他，和銅開除が

1点出土した。

(財)長岡京市埋蔵文化財センター

東二坊大路の東西両側溝を検出した。西側溝は，幅約2.4m，

深さ約0.5m，東側溝は，幅約1.5m，深さ 0.3mをそれぞれ測る。

両側溝からは，墨書人面土器，土馬，土師器，須恵器，和銅開弥，

神功開宝，万年通宝，櫛，獣骨などが出土した。両側溝聞の距離
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は約21mを測る。

左京第 88次 (49) I 向日市教育委員会

三条大路の北側溝かと推定される長岡京期の東西溝を検出した。

左京第町側 i向問育委員会
東二坊大路推定東側溝と南一条条間大路南側溝を検出した。溝

中からは長岡京期の土師器，須恵器とともに墨書土器，墨書人面

土器，人形，木簡等が出土している。

左京第日間 I (同市埋蔵文何究所

左京第 92次 (53) 

左京第 93次 (54) 

長岡京跡推定地は，中世の湿地状堆積がみられ検出されなかっ

たが，調査地東部及び南東部で， 12世紀から14世紀の遺構群を検

出した。

(財)京都市埋蔵文化財研究所

三条大路及び三条第2小路の南北両側溝を検出した。その他，

長岡京期遺構面の下層で弥生時代の土壊やピット，溝等を検出し

ている。

(財)京都市埋蔵文化財研究所

長岡京期，平安時代の建物跡や溝，古墳時代から奈良時代の水

田跡を検出している。

左京第 98次 側 | 伽京都府埋蔵文化財調査研究センタ ー

向陽高校の武道館建設に伴う調査で，調査地は現向陽高校体育

館の北側で，長岡京の三条第2小路接地に当る。今回の調査では，

長岡京期の掘立柱建物跡2棟と，他iζ奈良時代のしがらみや，中

世の井戸等を検出した。掘立柱建物は東西3間，南北1間以上の

東西棟のものと，南北5間以上，東西2間以上の南北棟のもので

ある。また，I口口口人」や，I大口J，I吉J，r長」等と記された
墨書土器が出土している。

左京第 99次 何0) I 側)京都市埋蔵文化財研究所

束三坊大路の東西両側溝と思われる溝を検出した他，長岡京期

の建物跡，柵列や古墳時代の河川などが検出された。

(山口博)
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センタ

1 できごと (57.12~58. 3) 

12. 4 法成寺跡(京都市上京区)第1次発

掘調査終了11.2~ 

古殿遺跡(峰山町)発掘調査終了7.

5~ 

12. 6 山田館跡(福知山市，近畿自動車道

舞鶴線内)発掘調査開始~58. 3. 30 

12. 8 中山城跡(舞鶴市)発掘調査開始~

58.3.31 

後正寺古墓 ・小屋ヶ谷古墳(福知山

市，近畿自動車道舞鶴線内)発掘調査

終了6.26~ 

長岡京跡(長岡京市，都市計画道路

石見 ・淀線内)発掘調査関係者説明会

実施

12. 10 第5回役員会及び理事会開催

一於パレスサイドホテノレー

福山敏男理事長，樋口隆康副理事長，

岸俊男，川上 貢，足利健亮，中沢圭

二，佐原真，原口正三，井上裕雄，

東条寿各理事，栗栖幸雄常務理事，

前尾有人監事出席

12.17 医王谷古墳(亀岡市，老ノ坂ノイイパ

ス内)現地説明会実施，約70名参加

12. 22 城ノ尾館跡(福知山市，近畿自動車

道舞鶴線内)発掘調査開始~58.3. 29 

12. 25 亀岡条皇制跡(亀岡市，亀岡パイパ

ス内)発掘調査終了5.4~ 

12. 27 篠 ・石原畑窯跡群(亀岡市，老ノ坂

センターの動向

の動向

バイパス内)発掘調査終了5.17~

12. 23 長岡京跡左京第98次(向日市)発掘

調査開始~58.3. 14 

1.13 伏見城跡(京都市伏見区)発掘調査

開始~2. 28 

1. 18 北金岐遺跡(亀岡市，亀岡パイバス

内)発掘調査開始~3. 26 

1. 20 長岡京跡 (長岡京市 ・大山崎町)立

会調査開始~3. 30 

1. 21~2. 1 奈良国立文化財研究所主催昭

和57年度埋蔵文化財発掘技術者専門研

修「墳墓課程」参加(辻本主任調査員)

1. 22 長岡京跡右京第105次調査(長岡京

市，都市計画道路石見 ・淀線内)関係

者説明会実施

1. 25 向上発掘調査終了57.7. 12~ 

1. 25~26 奈良国立文化財研究所主催「条

里制研究会J出席(村尾調査員)

1. 26 長岡京跡連絡協議会開催

2. 7 医王谷窯跡(亀岡市，老ノ坂パイパ

ス内)発掘調査開始~3.30

2. 10 医王谷古墳(亀岡市，老ノ坂パイパ

ス内)発掘調査終了57.10.4~ 

2. 23 長岡京跡連絡協議会開催

2. 25 伏見城跡(京都市伏見区〉関係者説

明会実施

3. 1 ケシヶ谷館跡(福知山市，近畿自動

道舞鶴線内)試掘調査開始~3.31

3. 7 長岡京跡左京第98次(向日市)関係
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者説明会実施

3. 10 法成寺跡(京都市上京区)第2次発

掘調査開始~3. 22 

3. 18 長岡京跡右京第127次調査(長岡京

市 ・大山崎町)開始

3.30 第6回役員会及び理事会開催

-於パレスサイドホテルー

福山敏男理事長，岸俊男，藤井学，

川上 貢，原口正三，藤田折浩，城戸

秀夫，東条寿各理事，栗栖幸雄常務

理事，前尾有人監事出席

2. 普及啓発事業 (57.12~58. 3) 

1. 8~9 第13回埋蔵文化財研究会(代表

高倉洋彰氏)Iζ協力し，京都府立勤労

会館で『古代 ・中世の墳墓について』

をテー?に，同研究会の開催 ・運営を

担当する。

2. 19 第12回研修会 一於京都社会福祉会

館一開催(発表者及び題名)磯野浩光

「山城の古代寺院跡と古道j，樋口隆久

「丹波国分寺の調査j，大槻真純「和久

寺廃寺の発掘調査」参加者69名

3.20 第13回研修会 一於京都府立婦人教

育会館(長岡京市)一開催(発表者及び

題名)山中章，中尾秀正，長宗繁一，

山口 博「昭和57年度長岡京跡関係遺

跡の発掘調査j，(記念講演)中山修一

「長岡京遷都1200年を迎えるにあたっ

て」参加者61名
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受贈図書一覧

受贈図書一覧 (57.12'"'-'58.2)

岩手県立埋蔵文化財センター [ 第5回埋蔵文化財展御所湖の縄文時代

(財)いわき市教育文化事業団 l 内宿遺跡，竹之内遺跡

問馬県埋蔵文化財調査事業 |群馬県埋蔵文化財調査事業団年報1

団

石川県立埋蔵文化財センター [ 七尾市奥原縄文追跡 ・奥原遺跡，能登海浜道関係埋蔵文化財調査報

三重県斎宮跡調査事務所

(財)大阪文化財センター

(財)元興寺文化財研究所

奈良国立文化財研究所

宮崎県埋蔵文化財センタ ー

山形県教育委員会

米沢市教育委員会

福島県教育委員会

川崎市教育委員会

滋賀県教育委員会

柏原市教育委員会

奈良市教育委員会

玉野市教育委員会

大分市教育委員会

大船渡市立博物館

出光美術館

福井県立若狭歴史民俗資料館

名古屋市見晴台考古資料館

尼崎市立回能資料館

告書 1，石川県金沢市今町A遺跡，漆町遺跡，高堂遺跡，

石川県立埋蔵文化財センタ一年報第1号，同第2号

史跡斎宮跡

大阪文化誌第15号

出土遺物 ・民俗文化財へのX線透過試験の応用

奈良国立文化財研究所年報 1982，奈良国立文化財研究所三十年史

宮崎学園都市埋蔵文化財発掘調査概報(1)，同(日)

山形県埋蔵文化財調査報告書第51集~第61集

米沢市万世町桑山団地造成地内埋蔵文化財調査報告書第 i集

関和久遺跡IX，同X

川崎市文化財調査集録第18集

ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書VJIl-2，

国道365号線バイパス工事に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書

柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1981年度

奈良市発掘調査測量用基準点成果表 ・点の記

沖須賀遺跡

多武尾遺跡調査概報

大船渡その海と大地

出光美術館館報第40号

特別展若狭の仏教絵画

特別展などやの古墳と見晴台遺跡

回能遺跡発掘調査報告書
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豊岡市郷土資料館

(財)倉敷考古館

徳島県博物館

東京大学文学部考古学研究室

早稲田大学図書館

国製院大翠考古学資料館

大阪市立大学考古学研究会

大手前女子大学

長岡京市教育委員会

大山崎町教育委員会

久美浜町教育委員会

京都大学考古学研究会

城南郷土史研究会

(財)古代事協会

福知山史談会

安田博幸

岡本正太郎

前田洋子

山口 辰

山田 邦和

中村信幸

亀ケ崎遺跡群，北浦古墳群

倉敷考古館研究集報第17号

徳島県博物館紀要第13集

東京大学文学部考古学研究室研究紀要第1号

古代第72号

国翠院大皐考古墜資料館要覧 1982

史峯第6号

大手前女子大学論集第16号

長岡京市文化財調査報告書第9冊，

京都府長岡京市下海印寺遺跡範閉確認調査報告書

大山崎町埋蔵文化財調査報告書第2集

明治大正年代の布袋野の姿

トレンチ 34

やましろ第15号

古代文化第287号~第289号

史談ふくち山

巨摩廃寺遺跡出土遺物にみられる赤色顔料物質と人骨IL付着した赤

色顔料物質の化学分析(抜刷)，古代赤色顔料とj漆喰の材料科学

(抜刷)

五係古代文化第24号，古代文化を考える第8号

考古展古代日本の再見，大阪市立博物館報 No.21，

大阪市立博物館研究紀要第9冊，同第12冊~第14[情

武蔵国府の調査XIV

須恵器 ・その地域性(抜刷)

半田のお寺

- 48-



一一編集後記一一

第7号をお届けします。

冒頭の石井論文は，緑勅間器 ・ロストル型式の窯などで有名な亀

岡市篠窯跡群の須恵器の編年作業lζ本格的lと取り組んだ意欲的なも

のです。 また，今回，初めて発掘調査が行われ重要な遺構が検出さ

れた福知山市の和久寺跡について，市教育委員会の大樹氏lζ報告し

ていただきました。双方とも今後の発掘調査 ・整理作業の結果が大

いに注目されると乙ろです。

ところで， 15頁に掲載されている「古代 ・中世の墳墓について』

という冊子は， 去る 1月8・9日， 京都で開催された第13回埋蔵文

化財研究会の資料で，西日本各地の古代 ・中世の墳墓の資料が網羅

された画期的なものです。ぜひ，御一見下さい。

(編集担当田中彰)
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